
【資料３】 　

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

受診率
4か月児健診：96.8%
1歳6か月児健診：97.9%
3歳6か月児健診：89.5%

4か月児健診：96.4%
1歳6か月児健診：96.1%
3歳6か月児健診：96.0%

4か月児健診：97.4%
1歳6か月児健診：98.3%
3歳6か月児健診：93.8%

4か月児健診：96.4%
1歳6か月児健診：99.5%
3歳6か月児健診：92.7%

4か月児健診：97.3%
1歳6か月児健診：97.7%
3歳6か月児健診：96.4%

決算額 5,260,930円 5,375,018円 5,079,339円 4,937,546円 4,598,080円

設置数 0箇所 0箇所 0箇所 0箇所 2箇所

決算額 0円 0円 0円 0円 2,634,430円

利用人数

①110人　延べ163人
②71人　延べ71人
③289人　延べ289人
④186人　延べ186人
⑤77人　延べ236人
⑥209人　延べ209人
⑦27人   延べ27人
⑧19人　延べ19人
⑨43組　延べ216組
⑩15人　延べ75人
⑪65人　延べ249人
⑫584人　延べ584人

①122人　延べ185人
②63人　延べ63人
③222人　延べ222人
④129人　延べ308人
⑤87人　延べ234人
⑥245人　延べ245人
⑦31人　延べ31人
⑧54人　延べ54人
⑨36組　延べ180組
⑩18人　延べ128人
⑪76人　延べ300人
⑫556人　延べ556人

①99人　延べ155人
②72人　延べ72人
③234人　延べ234人
④125人　延べ293人
⑤71人　延べ178人
⑥262人　延べ262人
⑦20人　延べ20人
⑧72人　延べ72人
⑨46組　延べ226組
⑩27人　延べ159人
⑪69人　延べ221人
⑫519人　延べ519人

①79人　延べ106人
②71人　延べ71人
③245人　延べ245人
④-1　42人　延べ102人
④-2　43人　延べ43人
⑤46人　延べ132人
⑥232人　延べ232人
⑦43人　延べ43人
⑧32人　延べ32人
⑨30組　述べ156組
⑩56人　延べ200人
⑪40人　延べ70人
⑫570人　延べ570人

※④-1　ママとベビーのほっとタイム
※④-2　もぐもぐ離乳食講座

①87人　延べ126人
②53人　延べ53人
③198人　延べ198人
④‐1　25人　延べ59人
④-2  25人 延べ25人
⑤0人　延べ0人
⑥177人　延べ177人
⑦32人　延べ32人
⑧71人　延べ71人
⑨37組　述べ179組
⑩56人　延べ289人
⑪延べ57人
⑫430人延べ430人

※④-1　ママとベビーのほっとタイム
※④-2　もぐもぐ離乳食講座
※⑤　H31年度より廃止

決算額 2,812,943円 3,175,366円 3,047,474円 3,102,628円 2,834,607円

休日、救急受診者数 1,833人 1,688人 1,830人 1,800人 1,599人

決算額 22,415,349円 23,119,849円 24,158,230円 23,652,670円 23,575,820円

受入件数／
申請件数

8人/10人 16人/21人 13人/21人 14人/20人 7人/11人

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

受給者数

①6,218人
②10,699人
③17人
④862人
⑤884人

①6,080人
②10,523人
③13人
④829人
⑤864人

①6,013人
②10,388人
③7人
④797人
⑤846人

①5,439人
②10,284人
③10人
④696人
⑤783人

①5,749人
②10,203人
③12人
④702人
⑤730人

決算額 1,734,480,721円 1,674,876,955円 1,654,278,591円 1,623,057,399円 1,563,678,879円

健康増進課
乳幼児健診の実施と健診費用
の助成

１：完了（100％）
未受診訪問を行い、受診率の維
持・向上に努めている。

1
妊婦健康診
査事業

平成31年（令和元年）度における施策の実施状況及び計画期間の評価・今後の方向
■継続・新規・拡充事業

基本目標 １．すべての子育て家庭を支える　まちづくり
基本施策 １．妊娠・出産・育児の切れ目のない支援

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

健康増進課 妊婦健康診査費用の助成

２：継続
継続して、受診率の維持・向上に努
める。

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

必要時、利用者のニーズや課題に
応じた内容に随時更新していく。

⑩障がいに対する保護者の理解を
深めることで、児童の特性を知り、
生活のし辛さの緩和につながるも
のであるため、今後も継続していき
たい。

⑪各小学校へチラシを配布し周知
を行っている.が、より多くの人に参
加いただけるよう周知を工夫してい
きたい。
また、小・中学生には親になる為の
学習を実施していく

⑫乳幼児及び保護者を対象とした
サービスの一層の拡充を図る

5
【拡充】
親の子育て
力の強化

健康増進課
子育て支援課
機能支援セ
ンター
社会教育課
図書館

一貫した学習機会の充実
①マタニティー教室
②ミルキィベビー教室
③ぴよぴよ離乳食講習会
④ぐんぐん教室
⑤育児相談
⑥ピカピカ教室
⑦ぱくぱくクッキング講座
⑧すくすくキッズ親子食育講座
⑨わくわく子育て教室
⑩保護者学習会
⑪家庭教育学級
⑫ブックスタート

２：概ね完了（80％）

一定の参加者は確保できている。

④⑤30年度より、ぐんぐん教室は
廃止し、もぐもぐ離乳食講習会と
育児不安のフォロー教室としてマ
マとベビーのほっとタイムを実施。
また、31年度より育児相談を廃止
し、窓口等で常時相談対応実施。

⑩30年度は、通園の児童の保護
者すべてを対象として実施した。

4

【新規・検討】
産後ケア事
業の実施に
向け検討

健康増進課
産後のショートステイ（宿泊型）
とデイケア（日帰り型）事業の
実施検討

１：完了（100％） 31年度より実施 ２：継続
利用者の状況やニーズを踏まえ、
他市の医療機関・助産院でも利用
できるように検討していく。

3

こんにちは赤
ちゃん訪問
（乳児家庭全
戸訪問事業）

健康増進課
生後０～４か月未満児の家庭
を対象に訪問

2
乳幼児健康
診査事業

２：継続 救急医療体制を引き続き行う。

7
産前産後の
保育所利用
促進

こども園課
2人目以降の出産時（産前産
後）に、その兄弟姉妹を保育所
にて受入実施

３：進行中（50％）
ニーズに対して可能な限り保育の
実施を行った。

２：継続
引き続きニーズに対応し、保育の
実施が必要と考えられる。

6
地域医療環
境

健康増進課
救急医療体制の維持、適正な
受診の情報提供

１：完了（100％） 一定の利用者は確保できている。

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

２：継続

①②③⑤　２：継
続

④　４：廃止（完
了）

①②③継続して事業を実施し、福祉の増
進に寄与する。
④令和元年10月から「幼児教育・保育の無
償化」が開始されたことに伴い廃止
⑤引き続き経済的な理由で就学困難な児
童生徒の保護者へ対して、援助を実施す
るとともに受給資格者への制度周知につと
める。

8
子育て家庭
の経済的負
担の軽減

子育て支援課
こども園課
学校管理課

①児童手当
②こども医療費助成
③未熟児養育医療給付
④私立幼稚園就園奨励費補助金
⑤公立小・中学校就学援助

①②③④１：完了（100％）

⑤２：概ね完了（80％）

①②③各制度の周知、受給者への
支給（給付）を行った。
④全ての申請に対して補助を実施。
⑤児童生徒数の減少に伴い就学援
助受給認定者数も減少している。

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 1



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

設置数 0園／3園 3園／3園 3園／3園（移行完了） 3園／3園（移行完了） 3園／3園（移行完了）

決算額 0円 9,474,540円 0円 0円 0円

施設整備箇所数 3園 3園 3園 3園 3園

決算額 9,676,800円 6,048,000円 4,563,918円 1,820,508円 2,732,040円

基本目標 １．すべての子育て家庭を支える　まちづくり

１：完了（100％）
平成29年4月に公立3園全園が認
定こども園へ移行。

４：廃止（完了）

1

【拡充】
施設型給付
による、保育
所、幼稚園、
認定こども園
の充実 こども園課

施設型給付及び地域型保育給
付による各園（所）の充実。
認定こども園等の普及による
待機児童の解消。

認定こども園へ移行済みのため。

基本施策 ２．多様なニーズに応じた保育サービスの充実

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

4
【新規】
利用者支援
事業

健康増進課
子育て支援課

子ども及びその保護者が、多
様な子育て支援事業の中から
適切なものを選択し、利用でき
る相談支援体制の構築

2

【新規】
地域型保育
給付による
保育サービ
スの提供

3
【検討】
公立幼児園
の体制

こども園課
幼保一元化から認定こども園
への移行を検討

7
【拡充】
一時預かり
事業

こども園課
子育て支援課

市内の幼稚園等において一時
預かり事業を実施

6
子育て短期
支援事業

子育て支援課
一時的に子どもの保育ができ
ない時に一定期間子どもの預
かりを実施

5

【拡充】
地域子育て
支援拠点事
業

子育て支援課

①交野市立地域子育て支援センター
②星田地域子育て支援センター
③ぽらりすひろば
④つどいの広場

10

【拡充】
放課後児童
健全育成事
業

青少年育成課
保護者の就労等により児童の
健全な育成を助長するため放
課後児童会を実施

9
【新規】
病児・病後児
保育事業

子育て支援課
こども園課

病気の症状安定期や回復期に集団保育
が困難で、保護者が就労等により児童を
家庭で養育できない時に一時的に保育・
看護を実施

8
延長保育事
業

こども園課
延長保育を必要とする保育所
児の保育

２：継続
引き続き、子どもたちが、安心、安
全に過ごせるよう環境整備を実施
する。

11
保育所・幼稚
園の環境整
備

こども園課
子どもたちが、安心、安全に過
ごせるよう環境整備を実施

３：進行中（50％）
子どもたちが、安心、安全に過ご
せるよう環境整備を実施した。

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 2



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

事例検討会／個別
ケース会議
開催回数

・虐待事例検討会　12回
・個別ケース会議　41回

・虐待事例検討会　12回/年
・個別ケース会議　26回

・虐待事例検討会　12回/年
・個別ケース会議　42回

・虐待事例検討会　12回/年
・個別ケース会議　39回

・虐待事例検討会　14回/年
・個別ケース会議　71回

決算額 2,906,934円 5,926,244円 9,214,897円 9,372,629円 8,819,017円

配布部数
委員会開催回数

・ブックレットを作成し、各学
校に配付
・男女平等推進員会を年5回
実施

・ブックレットを作成し、各学
校に配付
・男女平等推進員会を年5回
実施

・ブックレットを作成し、各学
校に配付
・男女平等推進員会を年5回
実施

・ブックレットを作成し、各学
校に配付
・男女平等推進員会を年5回
実施

・ブックレットを作成し、各学
校に配付
・男女平等推進委員会を年5
回実施

決算額 73,440円 73,440円 111,922円 110,000円 58,043円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施校 フォローアップ事業　3/10校 フォローアップ事業　10/10校
フォローアップ事業　9/10校
※1校対象児童なし

フォローアップ事業　　10/10
校

フォローアップ事業　　10/10
校

決算額 3,416,010円 4,989,227円 5,202,972円 5,148,436円 5,097,750円

関係機関会議回数
3課会議　1回
幼児園保育士　3回
通所事業所連絡会　11回

3課会議　1回
幼児園保育士　8回
児童通所支援事業所連絡会
（旧通所事業所連絡会）11回

3課会議　　1回
幼児園保育士　8回
児童通所支援事業所連絡会10回

3課会議　2回
幼児園保育士　8回
児童通所支援事業所連絡会　7回

3課会議　1回
幼児園保育士　14回
(療育見学を含む）
児童通所支援事業所連絡会　6回

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

個別の指導計画を
作成

関係機関と連携し、配慮の必要
な子どもに、個別の指導計画を
作成し保育を実施した。

関係機関と連携し、配慮の必要
な子どもに、個別の指導計画を
作成し保育を実施した。

関係機関と連携し、配慮の必要
な子どもに、個別の指導計画を
作成し保育を実施した。

関係機関と連携し、配慮の必要
な子どもに、個別の指導計画を
作成し保育を実施した。

関係機関と連携し、配慮の必要
な子どもに、個別の指導計画を
作成し保育を実施した。

決算額 34,320,000円 29,370,000円 25,376,000円 27,061,800円 30,784,000円

研修回数
職員研修　5回
参加教職員数延べ146人
14/14校

職員研修　6回
参加教職員数延べ146人
14/14校

職員研修　6回
参加教職員数延べ146人
14/14校

職員研修　4回
参加教職員数延べ  61人
14/14校

職員研修　６回
参加教職員数延べ  １１２人
14/14校・市立こども園・私立こども
園・幼稚園

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

利用実人数
巡回相談事業　210人
フォローアップ事業　11人

巡回相談事業　250人
フォローアップ事業　55人

巡回相談事業　269人
フォローアップ事業　50人

巡回相談事業　304人
フォローアップ事業　73人

巡回相談事業　　235人
フォローアップ事業　60人

決算額 6,599,615円 9,880,350円 10,705,388円 10,807,001円 10,505,356円

受入件数/申請件数
受入件数14件/申請件数14件
障がい児加配として、指導員を
配置している。

受入件数11件/申請件数11件
障がい児加配として、指導員を
配置している。

受入件数14件/申請件数14件
障がい児加配として、指導員を
配置している。

受入件20件/申請件数20 件
障がい児加配として、指導員を
配置している。

受入件数22件/申請件数22件
障がい児加配として、指導員を
配置している。

決算額 12,053,200円 11,689,420円 8,885,670円 14,210,790円 12,054,540円

基本目標 １．すべての子育て家庭を支える　まちづくり

2

児童虐待防止研
修会（関係機関研
修、市民研修、実
務者研修）

子育て支援課
研修会や啓発活動等により児
童虐待防止に取り組み、虐待
ネットワークの連携強化を図る

1
要保護児童対策
地域協議会（虐待
ネットワーク事業）

子育て支援課
関係各課

関係機関の連携強化により児
童虐待の早期発見・早期解決
を図る

基本施策 ３．人権教育及び児童虐待問題対応の充実

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

２：継続
継続して、早期発見や虐待の発生
予防に努める。

4
【拡充】
養育支援訪
問事業

子育て支援課
健康増進課

保健師・助産師・保育士等が居
宅を訪問し養育に関する指導、
助言、育児支援、家事援助を
実施

3
児童虐待の
相談事業

子育て支援課
健康増進課
指導課
関係各課

児童虐待相談の対応は関係各
課が連携を図り、妊娠期からの
支援を通じ、児童虐待の発生
予防、早期発見に努める

２：概ね完了（80％）
関係各課が連携を図り、妊娠期
からの支援を行っている。

２：継続

子どもの実態に合わせ、さらなる共
有を図り、9年間を見据えた系統性
のある取組を計画していく必要があ
る。

基本目標 １．すべての子育て家庭を支える　まちづくり

5
人権教育・啓
発事業

指導課
人権教育ブックレットの配布
男女平等教育推進委員会の開
催

２：概ね完了（80％）

推進委員会を通じて、各学校間の
共有を図れており取組みの可視
化が図れている。学園（中学校
区）での取組の系統性を考え連携
している。

基本施策 ４．障がいのある子ども（支援の必要な子ども）のライフステージに応じたきめ細やかな支援・保育・教育の推進

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

２：継続
各関係機関が連携し、ライフステー
ジを一貫して支援できる体制づくり
の充実に努める。

2

【拡充】
機能支援セン
ター（こどもゆ
うゆうセン
ター）事業

機能支援セ
ンター

発達支援の必要な子ども達へ
の療育の充実を図る

２：概ね完了（80％）

関係各課や関係機関との連絡調
整も概ね図れ、療育プログラムと
いったセンターが行う事業の充実
につながっている。

２：継続

児童発達支援センター化が決定され児童
発達支援の中核的な役割を担っていく中
で、今後、更にセンター事業の拡充と関係
機関の連携が必要である。

1

【拡充】
療育機関、幼
稚園、保育
所、小学校と
一貫した支援
教育

指導課
健康増進課
こども園課
子育て支援課
機能支援セン
ター

ライフステージを一貫して支援
できる体制づくりの充実

２：概ね完了（80％）
就学前と学童期をつなぐ仕組みを
構築した。

１：拡充

今後も引き続き、加配保育士への補助を
実施。
また、保育の質の向上のため、1号認定子
どもに対する加配保育士についても補助
の検討が必要。

4
【拡充】
障がい児教
育

指導課

支援学校とリーディングチームの連
携・協働による巡回相談の促進及び
研修企画等を行い、教育の内容の充
実、教職員の質の向上に努める

２：概ね完了（80％）
事業を実施し、参加者から一定の
肯定的な意見を得られた。

２：継続

「ともに学びともに育つ」環境づくりのため、
今後も引き続き、研修の在り方やリーディ
ングチームの活動について、工夫していき
たい。

3
障がい児保
育

こども園課
関係機関と連携し、配慮の必
要な子どもに、個別の指導計
画を作成し保育を実施

３：進行中（50％）

配慮が必要な児童に対して、個別
の指導計画を作成し、保育を実施
できるよう加配保育士に対する補
助を実施。

２：継続

巡回相談・保育相談、フォローアッ
プ事業を通じて、発達に課題のある
児童を対象に相談・検査・助言等を
実施する。

6

放課後児童
会への障が
い児の受け
入れ

青少年育成課
障がい児等の受け入れ体制を
整備し、受け入れを促進

３：進行中（50％）
障がい児等の受け入れ体制を整
備し、申請件数全てを受け入れる
ことができた。

２：継続
障がい児等の受入体制を整備し、
安全を確保したうえで受入を促進
する。

5
【拡充】
巡回相談事
業

子育て支援課

心理発達相談員が市内の公私立
幼稚園・保育所等に出向き、子ど
もの発達の課題を見極め、保護
者と支援者の相談と助言を実施
幼児期から学童期をつなぐ一貫し
た支援の構築

１：完了（100％）

心理発達相談員が市内の公私立認
定こども園等に出向き、子どもの発
達の課題を見極め、保護者と支援者
の相談と助言を実施した。また、就学
前と学童期をつなぐ仕組みを構築し
た。

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 3



延べ利用者数

①743人
②－
③1,494人
④1人
⑤11人
⑥17人
⑦91人
⑧89人

①744人
②13人
③1,187人
④1人
⑤35人
⑥4人
⑦81人
⑧126人

①814人
②12人
③1,551人
④7人
⑤61人
⑥10人
⑦81人
⑧104人

①930人
②12人
③1,759人
④2人
⑤121人
⑥13人
⑦60人
⑧101人

①878人
②12人
③2,099人
④34人
⑤327人
⑥15人
⑦32人
⑧110人

決算額 151,233,253円 209,152,331円 273,155,762円 292,295,331円 382,078,055円

開催回数
①0回
②－

①0回
②6回（10月～）

①0回
②10回

①0回
②8回

①0回
②8回

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

研修受講者数 173人 179人 134人 88人 431人

決算額 46,305円 　57,210円 34,835円 38,220円 59,395円

受給者数

①162人（内停止者23人）
②17人
③42人
④0人

①169人（内停止者24人）
②13人
③28人
④7人

①186人（内停止者21人）
②11人
③42人
④7人

①213人(内停止者17人）
②12人
③37人(内停止者2人）
④8人（内18歳未満1人）

①247人（うち停止者21人）
②11人
③39人
④9人（内18歳未満1人）

決算額 8,318,616円 8,977,240円 7,597,796円 7,913,319円 7,625,001円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

相談件数 90件 267件 290件 323件 296件

決算額 2,534,648円 2,423,780円 2,364,069円 2,392,104円 2,391,347

支給実人数 11人 3人 5人 6人 6人

決算額 5,840,000円 3,424,316円 4,879618円 5,817,384円 5,027,516円

実施内容

①0件
②母子生活支援施設利用件数
2件
③保育所の入所に関する配慮
及び延長保育、子育て短期支援
事業、一時預かり事業、利用体
制の充実を図った。
④放課後児童会
・18時30分までの開所時間延長
・小学6年生まで対象児童を拡
大
⑤ひとり親を含む就職困難者等
を対象に、ハローワークとの連
携や、就労相談（週5日通年）、
合同面接会や講習会を実施し
た。(就労相談40件、合同面接
会１回、講習会2回）
・ハローワークとの連携　9件

①0件
②母子生活支援施設利用件数
2件
③保育所の入所に関する配慮
及び延長保育、子育て短期支援
事業、一時預かり事業、利用体
制の充実を図った。
④放課後児童会
小学校の長期休業期間におい
て、開会前の午前8時から児童
が施設内に入室できるよう、開
錠と施設内での児童の見守りを
実施。
⑤ひとり親を含む就職困難者等
を対象に、ハローワークとの連
携や、就労相談（週5日通年）、
合同面接会や講習会を実施し
た。(就労相談105件、合同面接
会１回、講習会2回）
・ハローワークとの連携　5件

①0件
②母子生活支援施設利用件数　1
件
③保育所の入所に関する配慮及び
延長保育、子育て短期支援事業、
一時預かり事業、利用体制の充実
を図った。
④放課後児童会
小学校の長休業期間に加え、土曜
日（第4土曜日を除く）及び代休日等
についても、児童が午前8時から施
設内に入室できるよう、開錠及び施
設内での児童の見守りを拡充。
⑤ひとり親を含む就職困難者等を
対象に、ハローワークとの連携や、
就労相談（週5日通年）、合同面接
会（1回）や就労支援セミナー（1回）
を実施した。北河内地域若者サ
ポートステーションと連携し、若年者
のための就労相談（月2回通年）を
実施した。
・ハローワークとの連携
・就労相談95件（内若年者就労相談
17件）
おりひめジョブ★フェスタ（就労支援
セミナー・就労相談・企業説明会等）
を開催し、若者や女性への就労支
援を行った。

①0件
②母子生活支援施設利用件数　1
件
③保育所の入所に関する配慮及び
延長保育、子育て短期支援事業、
一時預かり事業、利用体制の充実
を図った。
④放課後児童会
平成29年度に引き続き、小学校の
長期休業期間、土曜日（第4土曜日
を除く）及び代休日等についても、
児童が午前8時から施設内に入室
できるよう、開錠及び施設内での児
童の見守りを継続。
⑤ひとり親を含む就職困難者等を
対象に、ハローワークとの連携や、
就労相談（週5日通年）、合同面接
会（1回）や就労支援セミナー（1回）
を実施した。北河内地域若者サ
ポートステーションと連携し、若年者
のための就労相談（月2回通年）や
職業適性検査（10月～月1回）を実
施した。また、ハローワークと連携
し、ミニ面接会（8月に2日間）を実施
した。
・ハローワークとの連携　14件
・就労相談67件（内北河内地域若者
サポートステーションとの連携若年
者就労相談32件）

①0件
②母子生活支援施設利用件数　0
件
③保育所の入所に関する配慮及び
延長保育、子育て短期支援事業、
一時預かり事業、利用体制の充実
を図った。
④児童数が増加している私市児童
会については、校舎横にプレハブ
施設を新築する工事に取り掛かり
（工期：令和2年2月3日から令和2年
5月31日）、児童の安全確保及びよ
り良い環境の整備に努めた。
⑤ひとり親を含む就職困難者等を
対象に、ハローワークとの連携や
就労相談（週５日通年）、合同面接
会（１回）、就労支援セミナー（１回）
を実施した。また、北河内地域若者
サポートステーションと連携し、若
年者のための就労相談（月２回通
年）及び職業適性検査（月１回）を
実施した。
・就労相談６９件（内「若年者のため
の就労相談」１７件）
・職業適性検査１４件

決算額 99,523,544円 101,141,680円 107,014588円 99,796,863円 19,262,648円

１：拡充

現状、利用定員は管理運営規程に定
められているものの、柔軟な対応を
行っている現状がある。できれば早急
に現状に即した形の定員に改め、適
正な運用を図っていきたい。

8
障がい児関
連施策の
ネットワーク

障がい福祉課

関係各課

①健全育成連絡協議会障がい
児部会の開催
②自立支援協議会部会として
児童通所支援事業所連絡会を
位置付けて開催

２：概ね完了（80％）

市内事業所で構成する事業所連絡会を
定期的に開催し、意見交換等を行ってい
る。その中でも療育に関わる内容にとど
まらず、事業者として制度改正への対応
方法など幅広く意見交換を行っている。

２：継続

今後、センター化についても、事業所
間でその必要性の意思統一は図れて
おり、障がい児福祉計画に掲げる市
内1か所の設置に向け、連携を深めて
いきたい。

7

【拡充】
障がい児に
対する福祉
サービス等

障がい福祉課

機能支援セ
ンター

①児童発達支援
②医療型児童発達支援
③放課後デイサービス
④保育所等訪問支援
⑤計画相談支援、障がい児相談支援
⑥日中一時支援事業
⑦移動支援事業
⑧通学移動支援事業

２：概ね完了（80％）
待機児童を出すこともなく、保護
者の要請に応じた療育サービス
の提供ができている。

基本目標 １．すべての子育て家庭を支える　まちづくり
基本施策 ５．ひとり親家庭の自立支援の推進

２：継続

療育は、個々の児童によって異な
るものであり、それぞれの特性に
合った療育を進めるために、今後も
継続して、指導者の知識や技術を
向上させていくことは必要である。

10

障がいのあ
る子どもの経
済的負担の
軽減

子育て支援課
障がい福祉課

①特別児童扶養手当
②育成医療
③障がい児福祉手当
④交野市心身障がい者（児）介
護手当

１：完了（100％） 制度周知、受給相談等に努めた。 ２：継続
今後も継続し障がいのある児童の
福祉の増進を図る。

9

【拡充】
障がい児支
援に関わる
職員の資質
の向上

機能支援セン
ター
健康増進課
指導課
こども園課
子育て支援課
障がい福祉課

障がい児支援に関わる職員の
専門性の向上及び支援教育へ
の理解の促進のため研修を実
施

２：概ね完了（80％）
研修で学んだことの共有化を図
り、センターとしての療育の質の
向上に努めている。

今後（令和2年度～令和6年度）の方向

1
相談機能・情
報提供の充
実

子育て支援
課

・母子・父子自立支援員等によ
る相談事業
・広報紙やホームページ等を活
用した情報提供の実施

２：概ね完了（80％）
ひとり親家庭等に関する相談に応
じ、必要な情報提供を行った。

２：継続
ひとり親家庭等の相談に応じ、情
報提供を行うため、事業を継続して
行う。

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価

２：継続
ひとり親家庭等の相談に応じ、情
報提供を行うため、事業を継続して
行う。

3
子育てをはじ
めとした生活
支援

子育て支援
課
こども園課
青少年育成
課
人権と暮らし
の相談課

①日常生活支援事業
②母子生活支援施設を活用し
た生活支援、自立支援
③保育所の入所に関する配慮
及び延長保育、子育て短期支
援事業、一時預かり事業
④放課後児童会等の利用体制
の充実
⑤ハローワークとの連携及び
情報提供により、就労機能の
若者や子育て中の女性を応援

２：概ね完了（80％）

①②ひとり親家庭の支援のため、
周度周知に努めた。
保護が必要な母子家庭の支援の
ため、臨時入所相談を行った。

④平成27年度は18時30分まで時
間延長を行い、小学6年生までの
受入を行った。平成28年度は長
期休業のみ早朝対応（午前8時か
ら開錠）を実施した。平成29年度
から平成31年度までは、長期休
業に加え土曜日及び代休日等に
ついても実施し、事業の拡充につ
ながった。

⑤左記のとおり、各関係機関と連
携し、事業を実施し、今後もさらに
支援の充実を図っていく。

２：継続

①②ひとり親家庭の支援のため、
引き続き事業を実施
母子家庭の支援のため、引き続き
事業を実施

④引き続き、「放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例」に基づき、安全確
保及びより良い環境の整備に努め
る。

⑤継続して実施し、今後、周知方法
の工夫や内容の検討を行い、支援
の充実を図っていく。

2 就労支援
子育て支援
課

・母子家庭自立支援給付金及
び父子家庭自立支援給付金事
業（自立支援教育訓練給付金・
高等職業訓練促進給付金等）

２：概ね完了（80％）
ひとり親家庭等に関する相談に応
じ、必要な情報提供を行った。

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 4



①受給者数
②受給者数
③相談件数

①581人
②582世帯　1,476人
③35件

①572人
②602世帯　1,559人
③41件

①557人
②572世帯　1,482人
③49件

①612人
②545世帯　1,393人
③42件

①584人【332,450,750円】
②522世帯　1,327人
【41,030,231円】
③53件

決算額 319,511,607円 328,459,017円 335,707,503円 318,278,827円 373,480,981円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

啓発内容

①男女共同参画審議会開
催、近隣市との連携（河北7
市、京阪奈6市）、男女共同参
画フェスティバル（年1回）の
開催協力、女性のための相
談（年12回）を実施した。
②人権に関する啓発（人権週
間記念事業、人権週間街頭
啓発）を実施した。

①男女共同参画審議会開催
(年2回)、近隣市との連携（河
北7市、京阪奈6市）、男女共
同参画フェスティバル（年1
回）の開催協力、女性のため
の相談（年12回）を実施した。
②人権に関する啓発（人権週
間記念事業、人権週間街頭
啓発）を実施した。

①男女共同参画審議会開催（年
3回）、近隣市との連携（河北7
市、京阪奈6市）、男女共同参画
フェスティバル（年1回）の開催協
力、女性のための相談（年12
回）を実施した。また、女性の就
労を支援するため、おりひめジョ
ブ★フェスタを実施し、その中で
女性が働きやすい職場環境を
整備している市内事業者5社に
交野市女性活躍推進優良事業
者表彰を行った。
②人権に関する啓発（人権週間
記念事業、人権週間街頭啓発）
を実施した。

①男女共同参画審議会開催（年
2回）、近隣市との連携（河北7
市、京阪奈6市）、男女共同参画
フェスティバル（年1回）の開催、
女性のための相談（年11回）を
実施した。また、女性が働きや
すい職場環境を整備している市
内事業者2社に交野市女性活躍
推進優良事業者表彰を行った。
②人権に関する啓発（人権週間
記念事業、人権週間街頭啓発）
を実施した。

①男女共同参画審議会開催
（年2回）、近隣市との連携（河
北7市、京阪奈6市）、男女共同
参画フェスティバル（年1回）の
開催、女性のための相談（年12
回）を実施した。また、女性が働
きやすい職場環境を整備してい
る市内事業者1社に交野市女性
活躍推進優良事業者表彰を
行った。
②人権に関する啓発（人権週間
記念事業、人権週間街頭啓発）
を実施した。

決算額 887,930円 783,410円 1,277,010円 640,722円 523,746円

２：継続

ひとり親家庭の支援のため、制度
周知、手当等の支給、医療費の一
部助成、貸付相談等を継続して実
施。

基本目標 １．すべての子育て家庭を支える　まちづくり

4
ひとり親家庭
の経済的負
担の軽減

子育て支援
課

①児童扶養手当
②ひとり親家庭等医療費助成
③母子・父子及び寡婦福祉資
金貸付金

１：完了（100％）
ひとり親家庭の支援のため、制度
周知、手当等の支給、医療費の
一部助成、貸付相談等を行った。

基本施策 ６．男女共同参画・仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

２：継続
継続して実施し、市民の意識向上
のため、さらに周知方法を工夫して
いきたい。

1

男女共同参
画、仕事と生
活の調和
（ワーク・ライ
フ・バランス）
に関する意
識の啓発

人権と暮らし
の相談課

①交野市男女共同参画計画に
基づく取り組みの推進
②関係機関と連携し、人権尊
重や公正採用に積極的に取り
組む

３：進行中（50％）
左記のとおり事業を実施し、今後
もさらに取り組みを推進し、市民
の意識向上につなげていく。

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 5



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

①実施内容
②実施内容
③実施回数
④実施人数

①毎年、適宜見直し
②毎年、適宜見直し
③18回
④フォローアップ事業　11人

①毎年、適宜見直し
②毎年、適宜見直し
③18回
④フォローアップ事業　55人

①毎年、適宜見直し
②毎年、適宜見直し
③18回
④フォローアップ事業　50人

①毎年、適宜見直し
②毎年、適宜見直し
③18回
④フォローアップ事業　73人

①毎年、適宜見直し
②毎年、適宜見直し
③18回
④フォローアップ事業　60人

決算額 3,416,010円 5,126,719円 5,341,312円 5,287,914円 　5,222,590円

①実施回数
②実施回数

①61回
②26回

①64回
②22回

①62回
②27回

①64回
②21回

①64回
②22回

決算額 196,928円 194,769円 182,416円 196,521円 193,876円

研修回数 3回/年 3回/年 3回/年 1回／年 2回/年

決算額 60,000円 60,000円 60,000円 30,000円 60,000円

評価方法の検討 未実施 未実施 未実施 1園で第3者評価を実施 1園で第3者評価を実施

決算額 0円 0円 0円 300,000円 217,000円

実施内容

幼児園の職員が小学校の公開
授業に参加し、卒園児の就学後
の様子を見たり、小学校生活や
授業のあり方等を学んだ。
スタートアップカリキュラム作成
に向けての取組み　１校

くらやま幼児園と長宝寺小学校の交
流を通してモデル的にスタートアッ
プカリキュラム作成をすすめてい
る。
幼児園の職員が小学校の公開授業
に参加し、卒園児の就学後の様子
を見たり、小学校生活や授業のあり
方等を学んだ。
スタートアップカリキュラム作成に向
けての取組み　１校

くらやま幼児園と長宝寺小学校
の交流を通してモデル的にス
タートカリキュラム作成をすすめ
ている。
スタートカリキュラム作成に向け
ての取組み　１校

学校公開への園職員の参加
保育公開への学校教職員の
参加

学校公開への園職員の参加
保育公開への学校教職員の
参加

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

実施内容

園児が地域の小学校を訪問し授業
を参観したり１年生の授業に参加
し、就学時にスムーズに学校生活
がスタートできるよう交流を図った。
幼小合同研修会の開催
行事交流
進路・入学に関する連絡会　等

園児が地域の小学校を訪問し授業
を参観したり１年生の授業に参加
し、就学時にスムーズに学校生活
がスタートできるよう交流を図った。
幼小合同研修会の開催
行事交流
進路・入学に関する連絡会　等

園児が地域の小学校を訪問し授業
を参観したり１年生の授業に参加
し、就学時にスムーズに学校生活
がスタートできるよう交流を図った。
幼小合同研修会の開催
行事交流
進路・入学に関する連絡会　等

園児が地域の小学校を訪問し授業
を参観したり１年生の授業に参加
し、就学時にスムーズに学校生活
がスタートできるよう交流を図った。
幼小合同研修会の開催
行事交流
進路・入学に関する連絡会　等

園児が地域の小学校を訪問し授業
を参観したり１年生の授業に参加
し、就学時にスムーズに学校生活
がスタートできるよう交流を図った。
こ幼小合同研修会の開催
行事交流
進路・入学に関する連絡会　等

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

研修会等の開催回
数

幼保小連絡協議会　1回 幼保小連絡協議会　1回 幼保小連絡協議会　1回 こ幼小連絡協議会 1回 こ幼小連絡協議会 1回

決算額 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円

交流回数

・小学校
　1，2年生と交流・見学
　5年生と就学説明会での交流
　　　　　計　20回　10／10校
・中学校　職場体験
　　　　　　　　8回　　4／4校
　　　　　　 合唱交流
　　　　　　　　1回　　1／4校

・小学校
　1，2年生と交流・見学
　5年生と就学説明会での交流
　　　　　計　20回　10／10校
・中学校　職場体験
　　　　　　　　8回　　4／4校
　　　　　　 合唱交流
　　　　　　　　1回　　1／4校

・小学校
　1，2年生と交流・見学
　5年生と就学説明会での交流
　　　　　計　20回　10／10校
・中学校　職場体験
　　　　　　　　8回　　4／4校
　　　　　　 合唱交流
　　　　　　　　1回　　1／4校

・小学校
　1，2年生と交流・見学
　5年生と就学説明会での交流
　　　　　計　20回　10／10校
・中学校　職場体験
　　　　　　　　8回　　4／4校
　　　　　　 合唱交流
　　　　　　　　1回　　1／4校

・小学校
　授業見学や交流
　就学説明会での交流
　　　　　計　20回　10／10校
・中学校　職場体験
　　　　　　　　8回　　4／4校
　　　　　　 合唱交流
　　　　　　　　1回　　1／4校

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

実施回数
交野市小中学校連携研修 2
回

・交野市小中学校連携研修 1
回
・小中連携から小中一貫教育
へ向けての研修2回

・小中一貫教育フォーラム1回（講師2
名）
・小中一貫モデル中学校区連絡協議会
10回
・小中一貫モデル中学拡大校区連絡協
議会3回（講師1回）
・小中一貫（星のまち学園）公開授業研
修会（講師1名）

・小中一貫モデ学校区連絡協議会
10回
・小中一貫カリキュラム検討委員会
3回（講師1回）
・小中一貫モデル校区公開授業（11/28
実施）
・小中一貫モデル校区講演会
（講師1名）

・小中一貫モデル学校区連絡協議会
10回
・小中一貫カリキュラム検討委員会
3回（講師1回）
・小中一貫モデル校区公開授業（11/20
実施）

決算額 30,000円 60,000円 120,000円 60,000円 50,000円

基本目標 ２．子どもの育ちを支える　まちづくり
基本施策 １．質の高い幼児期の学校教育・保育の推進

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

２：継続

子どもの発達、成長過程に応じた
きめ細やかな幼児期の学校教育・
保育を進め、生活や遊びを通して
生きる力の基礎を育む。

2

保育所・幼稚
園・家庭・地
域での連携
推進

こども園課
①園庭・室内開放
②地域活動事業

３：進行中（50％）
園庭・室内開放、また行事を通じ
て、地域住民と交流を行った。

２：継続
今後も継続して地域住民と交流を
図る必要がある。

1

子どもの発
達、成長過
程に応じた
幼児期の学
校教育・保育
の推進

こども園課
子育て支援
課

①保育計画
②指導計画
③幼児園教室等
④巡回相談

２：概ね完了（80％）

子どもの発達、成長過程に応じた
きめ細やかな幼児期の学校教育・
保育を進め、生活や遊びを通して
生きる力の基礎を育んだ。

4
評価による
保育の質の
向上

こども園課

公立幼児園で、職員、保護者による保育
士・幼稚園教諭の評価、また相互評価や
第三者による評価に向けた検討（学校評
議員会の設置等）を行い更なる幼児期の
学校教育・保育の質の向上に努める

３：進行中（50％）

市立認定こども園3園中、H30年
度に1園、H31年度に1園第3者評
価を受けた。
今後、残りの1園についても実施
予定

２：継続
残りの1園についても今後、第3者
評価の実施を行う予定。

3
保育所・幼稚
園の職員の
資質向上

こども園課
研修の参加、保育士・幼稚園
教諭の交流、合同研修を実施
し、職員の資質向上を図る

３：進行中（50％）
保育職員交流及び質の向上のた
め、合同での研修を実施。

6
幼保小の円
滑な接続

指導課
こども園課

幼保小との円滑な接続に向
け、子ども同士の交流活動や
職員の合同研修を行い、教育
内容、環境の充実や改善を図
り、子どもの発達や学びの連続
性を踏まえた教育を推進する

２：概ね完了（80％）
左記のとおり、園児・児童の交
流、教職員の連携により、幼小の
円滑な接続を図ることができた。

２：継続
各学校園の実情に応じた形で継続
する。

5
幼児教育の
充実

指導課
こども園課

幼児期から心を育む保育や教
育の推進
質の高い保育・教育が受けるこ
とができるよう幼保小が連携
し、接続した支援が可能となる
システムづくりに努める

３：進行中（50％）

左記のとおり、職員の相互参観を
実施し、それぞれの発達段階にお
ける指導の違い等を認識すること
ができた。

9
小・中学校に
おける指導と
支援の充実

指導課

子どもの生活及び発達や学び
の連続性を踏まえた合同研修
の実施や相互授業参観の実
施、子どもの個々のニーズに
応じた支援の実施

２：概ね完了（80％）

小中一貫教育の本格実施へ向け
て、全中学校区において、9年間
をつなぐカリキュラムづくりを行っ
た。

３：見直し・改善
幼小接続の具体的な取組みについ
て検討が必要である。

8

幼稚園、保
育所と小・中
学校との交
流の推進

指導課
こども園課

行事交流、入学体験等を通し
た幼児との交流を促進し、中学
校の職場体験学習等による生
徒と幼児との交流を促進する

２：概ね完了（80％）

「幼小の接続の必要性」をテーマ
に講演会を開催し、幼小接続の理
解啓発を図った。
中学生の子ども園への職場体験
を行った。

３：見直し・改善
幼小接続の具体的な取組みについ
て検討が必要である。

7

【拡充】
幼稚園、保
育所と小・中
学校の連携
促進

指導課
こども園課

幼保小連絡協議会において、
研修会の開催等により保育活
動と学校教育についての相互
連携の深化及び交流の促進

２：概ね完了（80％）

「支援教育の視点から考える就学
前教育と小学校教育の接続」を
テーマに講演会を開催し、幼小接
続の理解啓発を図った。

１：拡充

カリキュラムマネジメントにおける教育
課程の精選及び、中学校においては、
新学習指導要領に対応したカリキュラ
ムの改訂等を行う必要がある。
それぞれの中学校区における、９年間
をつなぐ特色あるカリキュラムの実践
及び検討を、継続する。

２：継続

特に、保育公開における参加者が
増えるよう、開催方法の工夫が必
要である。
こ・幼・小・中の連携及び接続につ
いても、研究を行う。

１：拡充
今後は、積極的に私立の保育職員
にも研修に参加してもらい、交流及
び保育の質の向上に努める。

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 6



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施内容

・35人学級4年生まで拡充
・ICT機器：新整備
　校内LAN用ノートPC　3台×10校
　校内LAN用タブレットPC　1台×10校
　校内LAN用ネットワーク機器
・年間約60回の教職員研修を実施

・35人学級5年生まで拡充
・ICT機器：新整備
　タブレットＰＣ　9台　 タブレット保管庫
　デジタルカメラ　　 　書画カメラ　2台
　スフィーロ　1台
・年間約70回の教職員研修を実施

・35人学級6年生まで拡充
・ICT機器：新整備・更新
　＊小学校10校のPC教室のノートPC及
び周辺機器
　＊中学校4校のPC教室のノートPC及
び周辺機器
　＊小学校ICT備品
　＊ 中学校ICT備品
・年間約60回の教職員研修を実施

・35人学級6年生まで拡充
・ICT機器：新整備・更新
　＊小学校10校のPC教室のノートPC及
び周辺機器
　＊中学校4校のPC教室のノートPC及
び周辺機器
　＊小学校ICT備品
　＊ 中学校ICT備品
・年間約60回の教職員研修を実施

・35人学級6年生まで拡充
・ICT機器：新整備・更新
　＊小学校10校のPC教室のノートPC
及び周辺機器
　＊中学校4校の校務用ノートPC及び
周辺機器
　＊小学校ICT備品
　＊ 中学校ICT備品
・年間約50回の教職員研修を実施

決算額 24,294,441円 24,725,820円 24,338,448円 23,752,857円 23,143,387円

実施内容

・道徳専門研修講座（年3回）
・道徳授業づくり研修(年1回）
・道徳教育推進教師連絡協議会（年
1回）
・進路キャリア担当教員研修（年1
回）
・キャリア教育中央研修伝達講習
（年1回）

・道徳専門研修講座（年4回）
・道徳教育推進教師連絡協議会
（年3回）
・進路キャリア担当教員研修（年
1回）
・キャリア教育中央研修伝達講
習（年1回）

・道徳教育推進教師連絡協議会
（年6回うち、3回研修会）：講師3
回

・道徳教育推進教師連絡協議会
3回
・交野市キャリアステージ別研
修「道徳科の授業づくり」１回

・道徳教育推進教師連絡協議
会2回
・交野市キャリアステージ別研
修「道徳科の授業づくり」１回
・人権教育研修１回

決算額 5,000円 30,000円 90,000円 0円 0円

実施内容

・相談件数：1,305件（市教育セ
ンターにて）
・研修実施回数：10回
・アンケート実施回数：全校年3
回

・相談件数：1,365件（市教育セ
ンターにて）
・研修実施回数：18回
・アンケート実施回数：全校年3
回

・相談件数：1,684件（市教育セ
ンターにて）
・研修実施回数：13回
・アンケート実施回数：全校年3
回

・相談件数：1,764件（市教育セ
ンターにて）
・研修実施回数：13回
・アンケート実施回数：全校年3
回

・相談件数：1,630件（市教育センターに
て）
・研修実施回数：12回(スマホ研修・虐
待対応について、不登校対策支援員な
ど)
・アンケート実施回数：全校年3回

決算額 13,278,800円 10,338,600円 7,646,400円 5,211,000円 4,810,000円

配置校数
・学校図書館司書の配置　4校
・学校図書館支援事業の充実　3校

・学校図書館司書の配置　9校
・学校図書館支援事業の充実　3校

・小学校
　学びあいサポーターの配置　10校
・中学校
　図書館アドバイザーの配置　4校

・小学校
　学びあいサポーターの配置　10校
・中学校
　図書館アドバイザーの配置　4校

・小学校
　学びあいサポーターの配置　10校
　図書館アドバイザーの配置　　1校
・中学校
　学びあいサポーターの配置　　4校

決算額 3,432,334円 3,266,900円 4,919,000円 4,980,000円 4,843,500円

実施回数
延べ人数

・学校支援活動
3,791回/25,841人
・フリースペース
357回/12,021人

・学校支援活動
4,058回/14,620人
・フリースペース
510回/15,458人

・学校支援活動
3,561回/24,547人
・フリースペース
505回/16,190人

・学校支援活動
　3,645回/　24,270人
・フリースペース
　482回/13,349人

・学校支援活動
　3,048回/　22,000人
・フリースペース
　491回/15,209人

決算額 3,110,969円 3,016,525円 3,006,516円 2,891,884円 2,991,427円

実施回数 教職員研修 1回 教職員研修 1回 教職員研修 1回 教職員研修　1回 教職員研修　1回

決算額 10,000円 30,000円 10,000円 0円 0円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施校数
全中学校において２年生対象
に２日間の職場体験を実施。

全中学校において２年生対象
に２日間の職場体験を実施。

全中学校において２年生対象
に２日間の職場体験を実施。

全中学校において２年生対象
に２日間の職場体験を実施。

全中学校において２年生対
象に２日間の職場体験を実
施。

決算額 4,900円 5,030円 4,580円 4,680 円 4,200円

基本目標 ２．子どもの育ちを支える　まちづくり
基本施策 ２．学校教育の推進

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

2

道徳教育、
人権尊重の
教育、キャリ
ア教育

指導課
・全体指導計画の見直し
・教職員研修の実施
・担当教員連絡協議会の実施

２：概ね完了（80％）

道徳教育及び人権教育の推進等に
ついて、必要な知識等を習得したり、
協議したりすることで、各学校におけ
る道徳教育を推進するリーダーシッ
プの養成を図ることができた。
また、授業づくりに関する基礎的な知
識を習得し、実践指導力の向上を図
ることができた。

２：継続

各学校における道徳教育、人権教
育のさらなる推進をめざして継続す
る。
小中一貫教育本格実施において、
９年間をつなぐキャリア教育の在り
方についての研究を継続する。

1
【拡充】
確かな学力
の育成

指導課

・少人数学級整備充実支援事
業
・ＩＣＴ機器の整備
・教職員研修の実施

３：進行中（50％）

ICT機器に関してはこれまで、リー
ス切れの機器の更新を中心に実
施した。

4
【拡充】
読書環境の
充実

図書館
指導課

・学校図書館支援事業の充実
・学校図書館司書の配置及び
授業における学校図書館の活
用

２：概ね完了（80％）
市内全小・中学校にサポーターの
配置をすることができた。

１：拡充

学びあいサポーターの連絡会を充
実させ、学校図書館の活用の在り
方について、教職員とともに研究し
ていく。

3 生徒指導 指導課

・相談体制の充実と校内体制
の支援
・教職員研修の実施
・「こころとからだのアンケート」
の実施

２：概ね完了（80％）
関係機関等と連携を図り、相談に
対し、丁寧に対応することができ
た。

基本目標 ２．子どもの育ちを支える　まちづくり
基本施策 ３．乳幼児とふれあう機会や子育てを学ぶ機会の充実

２：継続

各校区の学校支援活動の取り組み
状況の充実を図るため、運営委員
会等で情報共有を図る。

フリースペースの実施日数拡大に
伴う安全ボランティアの増員に向け
て、地域人材の確保を行う。

6
男女平等教
育の推進

指導課 男女平等教育にかかる実践交
流、教職員研修を実施

１：完了（100％）

定例の男女平等教育推進委員会
を通じて各学園（中学校区）でカリ
キュラムのつながりを検討してい
る。

２：継続 研修内容をより充実させていく。

5
学校ボラン
ティアの人材
活用

指導課
社会教育課
青少年育成
課

全小・中学校の放課後学習、
部活動指導等で地域のボラン
ティアを活用

学校支援活動　１：完了
（100％）
フリースペース　３：進行中
（50％）

地域の支援を学校と協働で取り
組むことで、子どもたちの豊かな
成長を支えることが出来た。
フリースペースにおいて、子ども
の見守りのための安全ボランティ
アとして、地域人材を活用した。

2

【新規】
地域子育て
支援拠点事
業

子育て支援
課

中学生等が、子育て中の親子
が集う場所で乳幼児等とのふ
れあい体験をし、乳幼児につい
ての知識等を深める

今後（令和2年度～令和6年度）の方向

1
キャリア教育
（職場体験学
習）

指導課 全中学校で職場体験を実施 １：完了（100％）
全中学校において職場体験を実
施した。また、新たな職場体験の
場を提供することもできた。

２：継続
職場体験を実施し、新たな職場体
験の場を提供していく。

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

２：継続
今後も丁寧な相談体制を継続し、
学校や地域との連携を推進してい
く。

１：拡充

今後、経年劣化による故障
Windows7のサポート切れなどによ
る機器の入れ替え、無線LAN整
備、セキュリティの強化など課題も
大きいため、他課と連携しながら
ICT整備計画を立てていく予定であ
る。

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 7



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施回数
3回
各小・中学校において薬物乱
用防止教室を実施。

思春期保健教育　5校（小学
校2校、中学校3校）

思春期保健教育　3校（小学
校1校、中学校2校）

思春期保健教育2校（小学校
0校、中学校2校）

全小学校において薬物乱用
防止教室を実施。

思春期保健教育1校（小学校
0校、中学校1校）

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

配置数

・各中学校に配置
　スクールカウンセラー
　　　週1回1人配置（府）
　　　新たに小学校1校配置（府）
　心理カウンセラー
　　　週１回２人配置（市）
・教育相談員　5人
・ピアサポーターの年間小中学校支援
回数（小中あわせて）307回

・各中学校及び小学校（1校）に配置
　スクールカウンセラー
　　　週1回1人配置（府）
　心理カウンセラー
　　　週1回2人配置（市）
・教育相談員　4人
・ピアサポーターの年間小中学校支援
回数（小中あわせて）303回
・スクールソーシャルワーカー　1人配置
（府・市）
・新たに家庭教育支援員を配置（国）

・各中学校及び小学校（1校）に配置
　スクールカウンセラー
　　　週1回5人配置（府）
　心理カウンセラー
　　　週1回2人配置（市）
・教育相談員　3人
・ピアサポーターの年間小中学校支援
回数（小中あわせて）465回
・スクールソーシャルワーカー　1人配置
（府・市）
・家庭教育支援員を配置（国）

・各中学校及び小学校（1校）に配置
　スクールカウンセラー
　　　週1回4人配置（府）
　心理カウンセラー
　　　週1回2人配置（市）
・教育相談員　2人
・ピアサポーターの年間小中学校支援
回数（小中あわせて）462　回
・スクールソーシャルワーカー　2人配置
（府・市）
・家庭教育支援員を配置（国）

・各中学校及び小学校（1校）に配置
　スクールカウンセラー
　　　週1回4人配置（府）
　心理カウンセラー
　　　週1回2人配置（市）
・教育相談員　2人
・ピアサポーターの年間小中学校支援
回数（小中あわせて）　292回
・スクールソーシャルワーカー　2人配
置（府・市）
・家庭教育支援員を派遣（市）
・不登校対策支援員を配置（市）

決算額 19,039,590円 19,356,480円 17,869,000円 17,690,000円 17,236,255円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施内容

・食育推進部会　4回
・すくすくキッズ親子食育講座　1回（再
掲）
・健康福祉フェスティバルにて食育ブー
ス実施
・食育に関するホームページ開設

・食育推進部会　3回
・すくすくキッズ親子食育講座　2回（再
掲）
・こどもチャレンジ配布　756人
・健康福祉フェスティバルにて食育ブー
ス実施
・食育に関するホームページ運用

・食育推進部会　3回
・すくすくキッズ親子食育講座　2回（再
掲）
・こどもチャレンジ配布　714人
・健康福祉フェスティバルにて食育ブー
ス実施
・食育に関するホームページ運用
・幼児園への出前講座　276人

・食育推進部会　4回
・すくすくキッズ親子食育講座　2回（再
掲）
・こどもチャレンジ配布　730人
・健康福祉フェスティバルにて食育ブー
ス実施
・食育に関するホームページ運用
・幼児園への出前講座　264人

・食育推進部会　1回
・すくすくキッズ親子食育講座　2回（再
掲）
・こどもチャレンジ配布　732人
・健康福祉フェスティバルにて食育ブー
スの実施
・食育に関するホームページ運用
・市立認定こども園への出前講座　475
人

決算額 18,397円 132,563円 127,324円 79,886円 133,054円

基本目標 ２．子どもの育ちを支える　まちづくり
基本施策 ４．思春期保健対策の充実

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

基本目標 ２．子どもの育ちを支える　まちづくり
基本施策 ５．「食育」の推進

２：継続
引き続き、各機関と連携し継続的な
取り組みを行う。

2
【拡充】
相談体制の
充実

指導課
各中学校にスクールカウンセ
ラー職員・教育相談員・ピアサ
ポーターを配置する

２：概ね完了（80％）

スクールソーシャルワーカーを各
中学校に1名配置することができ
た。また、スクールカウンセラーと
スクールソーシャルワーカーを同
じ曜日に配置し、連携をすすめ
た。また、ケース会議なども充実
させることができた。支援員等の
派遣も充実させることができた。

１：拡充
各支援員との連携を一層強化し、
学校における諸課題の未然防止に
重点的に取り組んでいく。

1
思春期にお
ける健康教
育

健康増進課
指導課

いのちや性、喫煙、飲酒、薬物
の乱用防止等に関する教育の
充実を図る

２：概ね完了（80％）
各機関と連携し継続的な取り組み
を行った。

今後（令和2年度～令和6年度）の方向

1
【拡充】
食育推進計
画の推進

健康増進課
こども園課
幼児園
指導課
給食センター

・家庭における食育に対する取組
の推進
・保育所・幼稚園・学校における
食育に対する取組の推進
・保育所・幼稚園・学校の給食の
充実
・食の安全に関する情報提供
・健康リーダーを養成及び育成
し、食育を推進する
・食育を推進する関係機関との
ネットワークづくり

２：概ね完了（80％）

参加者数の増加をねらい、定員
数を増やす対策等しているが、事
業を利用できる人は限られてお
り、参加者数は伸び悩んでいる。

２：継続

より多くの家庭で食事に対する取り
組みを推進してもらえるよう、第2期
健康増進・食育計画と絡めて取り
組んでいく。

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 8



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施内容
学習環境の整備、登下校の
安全見守り、学習支援、放課
後の居場所づくり等の取組み

学習環境の整備、登下校の
安全、見守り、学習支援、放
課後の居場所づくり等の取組
み

学習環境の整備、登下校の
安全、見守り、学習支援、放
課後の居場所づくり等の取組
み

学習環境の整備、登下校の
安全、見守り、学習支援、放
課後の居場所づくり等の取組
み

・学習環境の整備、登下校の
安全、見守り、学習支援、放
課後の居場所づくり等の取
組み

決算額 1,300,529円 1,325,534円 1,392,996円 1,364,764円 1,366,027円

実施内容
学校評議員を委嘱し、外部評
価を実施

学校評議員を委嘱し、外部評
価を実施

学校評議員を委嘱し、外部評
価を実施

学校評議員を委嘱し、外部評
価を実施

学校評議員を委嘱し、外部
評価を実施

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

実施内容

・全小・中学校で2回以上の防災避
難訓練を実施
・全小学校1年生を対象に交通安全
教室を実施
・全小学校4年生を対象に自転車教
室を実施
・小学校5校1、2年生と幼児園3園を
対象に防犯安全教室を実施

・全小学校1年生を対象に交通安全
教室を実施
・全小学校4年生を対象に自転車教
室を実施
・幼児園3園と保育園5園に交通安
全人形劇又は歩行訓練を実施
・小学校5校1、2年生と幼児園3園を
対象に防犯安全教室を実施

・全小学校1年生を対象に交通安全
教室を実施
・全小学校4年生を対象に自転車教
室を実施
・幼児園3園と保育園5園に交通安
全人形劇又は歩行訓練を実施
・小学校5校1、2年生と幼児園3園を
対象に防犯安全教室を実施

・全小学校1年生を対象に交通安全
教室を実施
・全小学校4年生を対象に自転車教
室を実施
・幼児園3園と保育園5園に交通安
全人形劇又は歩行訓練を実施
・小学校5校1、2年生と幼児園3園を
対象に防犯安全教室を実施

・全小学校1年生を対象に交通安全
教室を実施
・全小学校4年生を対象に自転車教
室を実施
・幼児園４園と保育園７園に交通安
全人形劇又は歩行訓練を実施
・小学校5校1、2年生と幼児園3園、
保育園1園を対象に防犯安全教室
を実施

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

教室数
講座数

親子パソコン教室　1教室 実施なし 実施なし 実施なし オリジナルＴシャツ作り

決算額 2,000円 0円 0円 0円 0円

教室数
行事開催回数

・体育教室　6教室
・市民スポーツ　3回
・地区総合　2回

・体育教室　5教室
・市民スポーツ　4回
・地区総合　1回
・子ども体力向上プログラム（ヘキサスロン）
2回

・体育教室　5教室
・市民スポーツ　3回
・地区総合　1回
・子ども体力向上プログラム（ヘキサスロン）
6回

・体育教室　5教室
・市民スポーツ　3回
・地区総合　1回
・子ども体力向上プログラム（ヘキサスロン）
8回
・交野マラソン2018

・体育教室　5教室
・市民スポーツ　3回
・地区総合　1回
・子ども体力向上プログラム（ヘキサスロン）
8回
・交野マラソン2019

決算額 8,284,000円 6,168,000円 6,304,000円 13,388,214円 10,309,068円

提供数 315冊 352冊 261冊 242冊 374冊

決算額 377,450円 496,347円 383,013円 391,531円 530,093円

実施回数

①41回
②4回
③2回
④2回
⑤18回
⑥4校

①44回
②4回
③2回
④2回
⑤12回
⑥2校

①47回
②4回
③2回
④2回
⑤14回
⑥3校

①46回
②5回
③2回
④2回
⑤14回
⑥2校

①59回
②5回
③1回
④1回
⑤8回
⑥3校

決算額 40,000円 40,000円 40,000円 35,000円 15,000円

基本目標 ２．子どもの育ちを支える　まちづくり
基本施策 ６．子どもの成長を見守る体制づくり

1
教育コミュニ
ティづくりの
推進

指導課
社会教育課

校区子どもを育てる会を中心
に花壇整備、あいさつ運動、学
習補助等の取り組みを実施

１：完了（１00％）
市内全ての小中学校において、
様々な学校支援の取り組みを
行った。

２：継続
継続的に学校支援活動が行えるよ
う支援していく。

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価

基本目標 ２．子どもの育ちを支える　まちづくり
基本施策 ７．スポーツ・文化・レクリエーションの充実

２：継続

社会に開かれた教育課程を踏ま
え、学校教育を社会と共有・連携し
ながら実現させていく。

3
安全教育の
推進

指導課
危機管理室
　（旧：地域
安心課）

警察等と連携した学校の安全
対策として防犯教室、訓練等を
実施

１：完了（100％）

左記のとおり拡大する形で事業を
実施し、参加園児・児童から一定
の教育的効果が認められたた
め。

２：継続
更なる効果を期待するべく、実施方
法・内容等を工夫していく必要があ
る。

2
学校評議員
の活用

指導課

地域に根ざした学校づくりのた
め、学校評議員を委嘱し学校
運営の改善に向けた取り組み
を実施

１：完了（100％）
広く意見を取り入れ学校運営の一
助としている。

1
地域文化活
動の推進

社会教育課 各種教室、講座等の推進 ３：進行中
ステンシルでオリジナルＴシャツ作
りを実施するなど、市民ニーズに
応じた取り組みを行った。

２．継続 内容を精査し、今後も継続する。

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価

4
図書館活動
の充実

図書館

①おはなし会
②おたのしみ会
③ビデオ上映会
④ブンブン劇場
⑤職員出前講座
⑥訪問おはなし会

２：概ね完了（80％） ほぼ予定通りに実施できた。

２：継続
より多くの人が参加し、体力の向上
を推進できるよう、内容の検討や広
報の方法を工夫していく。

3
地域家庭文
庫活動への
支援

図書館 各文庫へ新刊図書を提供 1:完了(100%) 予定通りに実施できた。 ２：継続 引き続き、活動を支援していく。

2
地域におけ
るスポーツ活
動の推進

社会教育課

各種スポーツ教室や体育行事
の開催
・青少年スポーツ活動機会の
支援

１：完了（100％）
左記のとおり事業を実施し、一定
の参加者は確保した。

１：拡充
平成31年度移設した星田会館図書
室でのおはなし会やイベント等を予
定している。

今後（令和2年度～令和6年度）の方向

今後（令和2年度～令和6年度）の方向

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 9



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施回数
①2回
②4回

①2回
②4回
親学びネットワークを1回開催

①2回
②2回

①2回
②2回

①2回
②4回
子育てネットワークの構築に
向けた関係機関の連携会議
を１回開催

決算額 77,057円 135,863円 67,060円 83,940円 77,904円

サークル数 6サークル 6サークル 5サークル 5サークル 5サークル

決算額 50,870円 55,280円 63,750円 74,220円 65,000円

実施回数 　　― 　　― 1回（7名） 　　― 　　―

決算額 0円 0円 103,736円 0円 0円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

①設置箇所数
②アクセス数
③登録数

①156箇所
②523,190件

①153箇所
②468,288件

①160箇所
②432,443件

①164箇所
②452,314件
③1,176件

①163箇所
②518,382件
③1,644件

決算額 320,328円 451,008円 261,240円 2,119,648円 951,162円

　 　 　

基本目標 ３．地域ぐるみの子育ち・子育て支援が豊かな　まちづくり
基本施策 １．地域における子育て支援ネットワークの充実

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

基本目標 ３．地域ぐるみの子育ち・子育て支援が豊かな　まちづくり

3
【新規】
子育て支援
員の育成

子育て支援
課

子育て支援員養成講座を実施
し、地域の子育て支援活動の
人材育成を実施

３：進行中（50％） 平成29年度に子育て支援員研修を実施。

１：拡充

必要に応じて見直しを行いながら、
居場所等、地域の子育て支援の拡
大に向けて学校と地域の連携強化
を図って行く。

2
子育て自主
サークル活
動支援

子育て支援
課

子育て自主サークル活動の支
援

２：概ね完了（80％）
地域の子育て自主サークルに対
して、活動場所の確保・援助を
行った。

２：継続

地域の子育て自主サークルに対して、活
動場所の確保・援助を実施。
市内の既存施設の有効活用だけでなく、子
育て当事者の力を発揮できるような場の提
供、必要に応じた連携、育児不安の軽減に
つなげる。

1
子育て支援
者交流会

子育て支援
課
社会福祉協
議会

①子育て支援者交流会
②地区交流会

２：概ね完了（80％）

子どもの貧困を含め子育て環境
について、地域全体で支える必要
性を共有した。子どもの居場所等
が少しずつではあるが、地域の中
で増えてきている。

1
【新規】
利用者支援
事業

健康増進課
こども園課
子育て支援課

子どもやその保護者が、多様な子育て支
援サービスの中から適切なものを選択し
円滑に利用できるよう、身近な場所での支
援を実施

基本施策 ２．子育て相談支援及び子育て情報提供の充実

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

2
子育て支援
情報提供

子育て支援
課
関係各課

①子育てマップの発行
②織姫ねっと☆の配信
③子育てアプリ「おりひめすこ
やかナビ」登録

２：概ね完了（80％）

①乳幼児家庭全戸訪問時や転入時
に配布し、情報提供を行った。
③予防接種情報や子育てに必要な
各種申請等、子育てに関する情報発
信を行った。

１：拡充
子育て支援情報を効果的に組み合
わせ、子育てに関する情報提供の
充実を図る。

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

２：継続
子育て支援分野に従事するために
必要な研修を提供する。

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 10



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施回数 61回 64回 62回 64回 64回

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

実施回数 19回 22回 27回 21回 22回

決算額 196,928円 194,769円 182,416円 196,521円 193,876円

実施回数

①947回
（内子育てサロンと世代間交
流は 256回）
②21回　（170人）

①1,067回
（内子育てサロンと世代間交
流は　311回）
②19回　（263人）

①1,075回
（内子育てサロンと世代間交
流は　256回）
②　19回　（167人）

①1,100回
（内子育てサロンと世代間交
流は260回）
②18回　（80人）

①1,066回
（内子育てサロンと世代間交
流は294回）
②18回　（74人）

決算額 14,329,000 円 16,139,000 円 22,680,000 円 22,446,000円 24,070,236円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

実施回数 2回 6回 5回 5回 4回

決算額 370,000円 520,000円 800,000円 842,903円 680,120円

実施回数

①1回
②5回
③14回
④24回

①1回
②5回
③13回
④18回

①1回
②5回
③13回
④25回

①1回
②5回
③8回
④16回

①1回
②5回
③9回
④9回

決算額 1,539,934円 1,707,002円 1,829,940円 1,817,967円 1,403,157円

実施内容
子ども会活動の育成・発展のため、オセ
ロ大会や駅伝大会などのスポーツ・文
化事業の支援を行った。

子ども会活動の育成・発展のため、オセ
ロ大会や駅伝大会などのスポーツ・文
化事業の支援を行った。

子ども会活動の育成・発展のため、オセ
ロ大会や駅伝大会などのスポーツ・文
化事業の支援を行った。

子ども会活動の育成・発展のため、お菓
子づくり教室や駅伝大会などのスポー
ツ・文化事業の支援を行った。

子ども会活動の育成・発展のため、オ
セロ大会や駅伝大会などのスポーツ・
文化事業の支援を行った。

決算額 522,570円 520,912円 516,477円 446,321円 503,319円

実施内容

広報紙やホームページへの情報掲
載
青少年指導員会や子ども会育成連
絡協議会の会議での情報提供

広報紙やホームページへの情報掲
載
青少年指導員会や子ども会育成連
絡協議会の会議での情報提供

広報紙やホームページへの情報掲
載
青少年指導員会や子ども会育成連
絡協議会の会議での情報提供

広報紙やホームページへの情報掲
載
青少年指導員会や子ども会育成連
絡協議会の会議での情報提供

広報紙やホームページへの情報掲
載
青少年指導員会や子ども会育成連
絡協議会の会議での情報提供

決算額 0円 0円 0円 0円 0円

基本目標 ３．地域ぐるみの子育ち・子育て支援が豊かな　まちづくり
基本施策 ３．地域における子育て支援の充実

1

【拡充】
地域子育て
支援拠点事
業(再掲)

子育て支援
課

子育て家庭と地域をつなぐ事
業実施

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

２：継続
引き続き事業を実施し、地域の子
育て世帯との交流を図る。

3
ファミリー・サ
ポート・セン
ター事業

子育て支援
課

育児の援助を受けたい人と行い人が
会員となり、ファミリー・サポート・セン
ターが仲介・紹介し、会員同士が育児
を支え合う仕組みを運営

2
保育所・幼稚
園の子育て
支援事業

こども園課
子育て支援
課

園庭・室内開放 ２：概ね完了（80％）
園庭開放・室内開放を実施し、地
域の子育て世帯との交流を実施。

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

基本目標 ３．地域ぐるみの子育ち・子育て支援が豊かな　まちづくり

２：継続
引き続き事業を実施し、地域の住
民との交流を図る。

5
地域の交流
の機会の充
実

福祉総務課
(社会福祉協
議会)
機能支援セ
ンター

①校区福祉委員会活動、世代
間交流事業の実施
②「アリス」の実施

２：概ね完了（80％）

①子育てサロンに限らず、子どもの居場
所づくりの意識が高まり、取り組みが広
がっていっている。

②自然災害の影響により、参加者の伸び
悩みがあった。また、子育て支援課が実
施したニーズ調査の中でも、アリスの認
知度は低いことが判明。今後はしっかり
と周知活動を行う必要があると考える。

２：継続

①サロンの担い手確保を強化し、地域
の中で子どもたちを育むための取り組
みを継続していく。

②のびのびグループへのつなぎを想
定した行動観察等を行う場としても有
効な手段であることから、今後も実施
していきたい。

4

保育所、幼
稚園等にお
ける世代間
交流の取り
組み

こども園課
地域の方と伝承遊びや季節行
事、環境などをテーマに世代間
交流を実施

２：概ね完了（80％）
地域活動事業を通して、地域の住
民との交流を実施。

基本施策 ４．地域環境を活かした多様な活動の推進

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

２：継続
より多くの方に農業への理解を深
めていただくためにも、継続して実
施する。

2
子どもへの
自然環境保
全の伝承

環境衛生課

①夏休み環境教室の実施
②かたの環境講座
③いきものふれあいセンター事
業
④環境基本計画

２：概ね完了（80％）
自然環境分野の講座や事業を実
施し、一定の参加者は確保できて
いる。

２：継続
引き続き、自然環境分野の講座や
事業を実施する。

1
農業とふれ
あう機会の
提供

農政課
　（旧：みんな
の活力課）

農業が身近に感じられる取り組みを実施
・農とのふれあいツアー
・農とのふれあい体験
・農業まつりの開催支援等

２：概ね完了（80％）
JAや農業者団体と連携し、農業
が身近に感じられる取り組みを実
施できた。

２：継続

引き続き、交野市子ども会育成連
絡協議会が実施する、スポーツ・文
化事業に対して補助金等の支援を
行う。

4

子どもに関
する地域活
動情報の提
供

青少年育成
課

地域活動情報の提供 １：完了（100％）

広報紙、ホームページを通じて情
報提供を行った。また、青少年指
導員会や子ども会育成連絡協議
会の会議で情報提供を行った。

２：継続
今後も、広報紙やホームページに
よる情報発信や、各団体への情報
提供を継続する。

3
子ども会活
動への支援

青少年育成
課

子ども会活動の支援 １：完了（100％）
交野市子ども会育成連絡協議会
が実施する、スポーツ・文化事業
に対して支援を行った。

※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

今後（令和2年度～令和6年度）の方向計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 11



平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない（20％）
５：事業実施していない

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

ちびっこ広場数
都市公園数

・ちびっこ広場数　113箇所
・都市公園数　26箇所

・ちびっこ広場数　115箇所
・都市公園数　26箇所

・ちびっこ広場数　118箇所
・都市公園数　26箇所

・ちびっこ広場数　120箇所
・都市公園数　　26箇所

・ちびっこ広場数　121箇所
・都市公園数　　26箇所

決算額 2,150,000円 2,195,000円 2,215,000円 2,140,000円 2,185,000円

実施内容

各施設、指定管理者による適
切な管理のもと、地域の子ど
もに遊びや学びの場を提供し
た。

各施設、指定管理者による適
切な管理のもと、地域の子ど
もに遊びや学びの場を提供し
た。

第1児童センターについては、平成
29年度より施設管理が市直営とな
り、福祉部局と施設を所管する教育
委員会が連携し、子育て支援拠点
として子育て支援室を新設する施設
の複合化を行った。施設運営は工
事終了後の10月より行った。

平成29年度に引き続き、市の直営
施設として適切に管理運営を行っ
た。
各施設、指定管理者による適切な
管理のもと、地域の子どもに遊びや
学びの場を提供した。

各施設、指定管理者による適切な
管理のもと、地域の子どもに遊びや
学びの場を提供した。
児童の健全な育成に資するため、
市の直営施設として適切に管理運
営を行い、健全な遊び等を通じて体
力増進と豊かな情操の育成に努め
た。

決算額 6,894,000円 6,894,000円 40,166,236円 5,952,670円 6,958,157円

実施内容

これまで毎週水曜日のみの
開催のフリースペース事業を
拡大し、2校で平日毎日開催
を実施した。

市内小学校8校で毎週水曜
日、フリースペース事業を開
催した。また、平成27年度より
岩船小、長宝寺小で開始した
平日毎日開催が定着した。

市内小学校8校で毎週水曜
日、2校で平日毎日フリース
ペース事業を開催した。

市内小学校6校で毎週水曜
日、2校で週2回、2校で平日
毎日フリースペースを開催し
た。

市内小学校5校で毎週水曜
日、3校で週2回、2校で平日
毎日フリースペースを開催し
た。

決算額 1,544,317円 1,909,016円 1,935,351円 1,878,234円 1,965,119円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年度）

実績 実績 実績 実績 実績

１：完了（100％）
２：概ね完了（80％）
３：進行中（50％）
４：あまり進行していない
（20％）

⇒左記を選択した
理由や事業に関する現状・実績
等

１．拡充
２．継続
３．見直し・改善
４．廃止(完了)

⇒左記を選択した
理由や今後５年間の目標

①協議指導件数
②整備箇所数
③施設の更新数

①100件
②24箇所
③18基

①58件
②28箇所
③23基

①73件
②12箇所
③0基

①174件
②34箇所
③15基

①180件
②45箇所
③7基

決算額 39,800,721円 27,829,360円 10,021,320円 27,938,520円 23,191,680円

①実施回数
②設置箇所
③設置台数
④実施回数
⑤設置数
⑥実施内容
⑦実施内容
⑧注意喚起看板等
設置数

①46回
②1,761箇所
③136台
④延べ729回
⑤9回
⑥防犯灯LED化　1,778灯
　 防犯灯新設　　 31灯
   防犯カメラ　　　 50台
⑦市内巡回パトロール4回、
育成支援啓発ポスター掲示
150枚
⑧新規設置4箇所、修復7箇
所

①34回
②1,647箇所
③139台
④延べ812回
⑤9回
⑥防犯灯LED化　1,200灯
　 防犯灯新設　　 34灯
   防犯カメラ　　　 40台
⑦市内巡回パトロール4回、
育成支援啓発ポスター掲示
150枚
⑧新規設置14箇所、修復7箇
所

①34回
②1,690箇所
③127台
④延べ819回
⑤9回
⑥防犯灯新設　　35灯
　 防犯カメラ　　　12台
⑦市内巡回パトロール4回、
育成支援啓発ポスター掲示
150枚
⑧新規設置18箇所、修復7箇
所

①34回
②1,663箇所
③192台
④延べ797回
⑤9回
⑥防犯灯新設　　7灯
　 防犯カメラ　　　0台
⑦市内巡回パトロール4回、
育成支援啓発ポスター掲示
150枚
⑧新規設置10箇所、修復5箇
所

①41回
②1,386箇所
③114台
④延べ795回
⑤9回
⑥防犯灯新設14灯
⑦市内巡回パトロール2回、
育成支援啓発ポスター掲示
150枚
⑧新規設置11箇所、修復8箇
所

決算額 32,308,529円 30,961,528円 2,501,822円 1,199,443円 2,129,747円

基本目標 ３．地域ぐるみの子育ち・子育て支援が豊かな　まちづくり
基本施策 ５．子どもの居場所づくり

今後（令和2年度～令和6年度）の方向

1
公園等の維
持管理

緑地公園課
　（旧：土木
建設課）

地域と協力・連携し、維持管理
に向けて取り組みを実施

３：進行中（50％）
地域と協力・連携し、維持管理に
向けて取り組みを実施した。

２：継続
地域と協力・連携し、維持管理に向
けて取り組みを実施する。

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価

基本目標 ３．地域ぐるみの子育ち・子育て支援が豊かな　まちづくり

4

【拡充】
放課後児童
健全育成事
業

青少年育成
課

・放課後児童会の実施 ※地域子ども・子育て支援事業（１３事業）に掲載

２：継続
今後も健全な遊びを通じて、児童
の体力増進と豊かな情操の育成に
取り組む。

3
放課後子ど
も総合プラン
の推進

青少年育成
課

・放課後子供教室の整備
・放課後児童会と放課後子供
教室の連携方策の検討

３：進行中（50％）
5校でフリースペース実施日数を
拡大することができた。

２：継続
実施日数拡大に向けて、今後も各
小学校との調整及び安全ボラン
ティアの増員を行う。

2
既存施設の
利用

青少年育成
課
社会教育課

第１児童センター、スポーツレ
クリエーションセンター、青年の
家等の利用を促進

２：概ね完了（80%）

市の直営施設として適切に管理
運営を行うことができた。
小中学生で構成される団体の新
たな利用料金の設定を行い、施
設の利用促進を図った。

基本施策 ６．安心・安全に子育てできる生活環境の推進

№
具体的な
取り組み

担当課 内　　　容 指標

計画期間（平成27年度～平成31年度）の評価 今後（令和2年度～令和6年度）の方向

２：継続

①⑤更なる効果を期待するべく、実
施方法・内容等を工夫していく必要
がある。
②③④⑦今後も、子どもの安全確
保のため、こども１１０番の取り組
み支援やパトロール等を継続して
いく。
⑥継続して適切に対応していく。
⑧要望があった場合に、通学路上
で危険と考えられる箇所に注意喚
起看板等を設置していく。

2
子どもの安
全確保

危機管理室
　（旧：地域
安心課）
指導課
こども園課
青少年育成
課
学校管理課

①交通安全指導の充実
②「子ども１１０番」の周知及び
取り組みへの支援
③「動くこども１１０番」の取り組
みの推進
④子どもの安全見守りパトロー
ル
⑤防犯教室の開催及び犯罪防
止に関する関係機関の連携強
化
⑥防犯設備の整備
⑦非行防止教室、パトロール、
青少年健全育成活動の推進
⑧通学路の安全確保

２：概ね完了（80％）

①⑤実施することにより、一定の教
育的効果が認められた。
②③④⑦「こども１１０番」の旗や「動
くこども１１０番」のステッカーを配布
し、取り組みへの支援を行った。ま
た、青色回転灯パトロール車による
子どもの安全見守りパトロールや青
少年指導員会による市内巡回パト
ロール等を行った。
⑥随時、寄せられた要望箇所等を精
査し緊急性の高い箇所より対策を講
じている。
⑧左記のとおり事業を実施し、通学
路に注意喚起看板の新たな設置、及
び経年劣化による看板の交換をして
いる。

２：継続 ①②継続して適切に対応していく。1

子育て家庭
が暮らしやす
い環境の整
備

都市計画課
道路河川課
　（旧：土木
建設課）
緑地公園課
　（旧：土木
建設課）
開発調整課

①開発に伴うバリアフリーの指
導
②安全な道路の整備
③公園の整備

２：概ね完了（80％）

①継続中の協議案件も含め、年
間を通して不定期・不特定数の指
導を行っている。
②随時、寄せられた要望箇所等
を精査し緊急性の高い箇所より対
策を講じている。

※「№」に下線→「教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業」

※「具体的な取り組み」に下線→「新規・検討・拡充事業」 12


